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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

営農再開時には、野⽣動物による農作物への被害が懸念されるため、加害獣種を特定し対策
を講じる必要がある。今回作成した⾜跡判別表を使⽤することで、ほ場やスタンプ板を⽤いて
採取した⾜跡から獣種を簡便に判別できる。 
                                                

（１） ⾜跡判別表は、主な 12 獣種について⾜跡の形や⼤きさ、⾜の運び等を⽰し、⾜跡を判別す
るための資料として作成したものである（図 1）。 

（２） 農業者、市町村・県の⿃獣被害担当者 37 名により、⾜跡判別表を⽤いて 7 種類の⾜跡写真
を判別したところ、平均約 49％の正答率で獣種判別できた。なお、ほ場で撮影した⾜跡の
判別率は 24〜81％、スタンプ板で採取した⾜跡の判別率は 19〜62％だった。 

（３） ⾜跡判別表を活⽤した獣種の判別率は、獣種や⾜跡の鮮明度により異なることから、ほ場や
スタンプ板の⾜跡を総合的に判断し、獣種を特定する（図 2）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 加害獣種を判別できることから、獣種に応じた効果的な対策が可能になる。 
 
３ 活⽤上の留意点 

（１） 加害獣種の判別には、⾜跡だけでなく、⾷べ残しの跡や⾷べ⽅等を含めて総合的に判断す
る。 

（２） 複数の獣種が出没している場合もあるため、ほ場全体をよく観察する。 
（３） ⾜跡採取⽅法について、ほ場に残った⾜跡は、⾜の運び⽅等がわかりやすいが、不明瞭な場

合が多い。⼀⽅、スタンプ板は、⽐較的きれいな⾜跡が残るが、⾜跡の採取範囲が狭く、採
取のためのコストを要する。 

 
 

 



 

Ⅱ 具体的データ等 
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図 1 作成した 12 種の⾜跡を判別する資料 

図２ アライグマの⾜跡 
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